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　浅間山の名を冠するアサマシジミは長野県を中心に、
周辺県の高原、北海道の一部で 6 月から 7 月初めに見ら
れるシジミチョウだ。小諸市はその分布の中心と言って
もよい地域だ。
　林縁の草原のごく一部の地域に生息するので、森林化、
また逆に伐採などで消えてしまう産地も多い。さらに分
布が分断されているので、産地による個体変異も多く、
長野県希少動植物保護条例により、採集禁止になってい
るにもかかわらず、マニアにも付け狙われる。
　現在生息している場所はごく狭い地域で、数カ所しか
ない。だから、その場所の環境を保全すれば良いのだが、
今のところそうした保護活動は行われていない。道路脇
に生えるナンテンハギを幼虫が食べるのだが、草刈りで
刈られてしまったり、オオブタクサなどの外来植物に覆
われてしまったりと、苦難の道を歩んでいる。小諸市が
中心になって環境
保全が行われ、子
や孫の時代にも小
諸市のチョウとも
言うべきアサマシ
ジミが飛び交う姿
が見られると良い
のだが。

絶滅が心配されるアサマシジミ

　白鳥映雪生誕 110 周年 記念　白鳥映雪生誕 110 周年 記念

「映雪物語 画業とその生涯」の見どころ「映雪物語 画業とその生涯」の見どころ

　小諸高原美術館・白鳥映雪館で現在開催中の白鳥映雪生
誕 110 周年記念企画展「映雪物語　画業とその生涯」に
ついて、見どころをご紹介します。
　展示中の「ボンゴ（下図）」、「潮風」、「桔梗」は初公開
となる作品です。「ボンゴ（下図）」は、映雪画伯が昭和
32 年（1957）に第 13 回日展で特選・白寿賞を受賞した
作品の下図で、いわば本画を描く前の設計図ともいえます。
　昭和 36 年（1961）作の「潮風」は、寒色系の重厚感
あふれる筆致で船上の女性像を描いた意欲作で、海風や波
の動きを感じさせます。「桔梗」は、画伯が晩年に病で倒
れた後、利き手が使えず反対の左手で 93 歳の時に描いた
作品です。背景の桔梗の花々が、画面上部の天に向かって
星に変わっていく情景が描かれています。
　その他にも、美人画をまとめたデジタル映像や未公開の
スケッチ、子どもたちとの交流パネルも展示しております。
この機会に白鳥映雪の偉大な画業をぜひご覧ください。

問　小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

▶会　期　～ 7/15 ㈮　９:00 ～ 17:00
▶会　場　小諸高原美術館・白鳥映雪館　
　　　　　第１・第２展示室、白鳥映雪特別展示室
▶休館日　月曜日

上はオス、下はメス　
（小諸市内）


